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３

匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
利
用
者
の
う
ち
、
手
数

料
の
減
免
の
対
象
と
な
る
者
を
次
の
と
お
り
定
め
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
条
の
二
第
一
項
関
係
）

都
道
府
県
そ
の
他
の
法
第
一
六
条
の
二
第
一
項
第

一
号
の
者

法
第
一
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
者
の
う
ち
、

国
立
研
究
開
発
法
人
医
薬
基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究

所
等
の
国
民
保
健
の
向
上
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
業

務
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
を
行
う
公

共
法
人
（
法
人
税
法
第
二
条
第
五
号
の
公
共
法
人
を

い
う
。）又
は
公
益
法
人
等
（
同
法
第
二
条
第
六
号
の

公
益
法
人
等
を
い
う
。）で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
も
の

法
第
一
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の

者
の
う
ち
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
定
め
る
業

務
で
あ
っ
て
、
次
の
補
助
金
等
を
充
て
て
行
う
も
の

（

の

及
び
４
の

に
お
い
て
「
補
助
研
究
等
」

と
い
う
。）を
行
う
も
の

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
（
４
の

に
お
い
て
「
補
助
金
等
適
正

化
法
」と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
補
助
金
等（
４

の

に
お
い
て
「
補
助
金
等
」
と
い
う
。）

地
方
自
治
法
第
二
三
二
条
の
二
（
同
法
第
二
八

三
条
第
一
項
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に

よ
り
地
方
公
共
団
体
が
支
出
す
る
補
助
金

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
法
第
一
五
条

第
一
号
の
業
務
と
し
て
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術

振
興
会
が
交
付
す
る
補
助
金
又
は
資
金

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

法
第
一
六
条
第
三
号
の
業
務
と
し
て
国
立
研
究
開

発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
が
交
付
す
る
助

成
金

法
第
一
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の

者
の
う
ち
、
次
の
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
業

務
の
委
託（
二
以
上
の
段
階
に
わ
た
る
委
託
を
含
む
。

４
の

に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た
も
の

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

国

立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
第
二
三

条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
業
務
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
業
務

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

独
立
行
政

法
人
日
本
学
術
振
興
会
法
第
一
五
条
第
三
号
又
は

第
四
号
の
業
務
に
該
当
す
る
業
務

の
者

法
第
一
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に

定
め
る
業
務

の
者

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務

の
者

補
助
研
究
等

か
ら

ま
で
の
者
の
み
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
団
体

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
利

用
者
が
次
の
者
の
い
ず
れ
か
の
場
合
、
手
数
料
の
額
か

ら
当
該
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
以
下
「
二
分

の
一
相
当
額
」
と
い
う
。）を
減
額
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
条
の
二
第
二
項
関
係
）

３
の

の
者

３
の

の
者
の
う
ち
、
厚
生
労
働
大
臣
が
交
付
す

る
補
助
金
等
又
は
当
該
補
助
金
等
を
財
源
と
し
た
補

助
金
等
適
正
化
法
第
二
条
第
四
項
の
間
接
補
助
金
等

を
充
て
て
行
う
補
助
研
究
等
以
外
の
補
助
研
究
等
を

行
う
も
の

３
の

の

、

、

又
は

の
者
（

の
者
か

ら
委
託
を
受
け
た
者
に
限
る
。）

３
の

の
者
の
う
ち
、

か
ら

ま
で
の
者
の
い

ず
れ
か
を
構
成
員
と
す
る
団
体

５

４
の
者
に
対
し
て
４
に
よ
る
減
額
後
の
手
数
料
の
額

に
つ
い
て
更
な
る
減
額
を
し
な
い
こ
と
と
す
れ
ば
、
そ

の
業
務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
減
額
後

の
手
数
料
の
額
か
ら
、

の
額
か
ら

の
額
を
控
除
し

た
額（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、零
と
す
る
。）

の
範
囲
内
の
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
の
二
第
三
項
関
係
）

二
分
の
一
相
当
額

五
〇
万
円
と
、
１
及
び
２
に
よ
り
算
定
し
た
手
数

料
の
額
（
そ
の
額
が
一
〇
〇
万
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
一
〇
〇
万
円
）
か
ら
一
〇
〇
万
円
を
控
除
し
た

額
に
一
〇
〇
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
算
額

６

厚
生
労
働
大
臣
は
、
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
利

用
者
が
３
の
者
の
う
ち
４
の
者
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
も
の
で
あ
る
場
合
、
手
数
料
を
免
除
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
一
条
の
二
第
五
項
関
係
）

７

施
行
期
日
等

こ
の
政
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
〜
第
七
項
関
係
）

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
一
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令（
政
令
第
三
一
九
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
利
用
者
（
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第

一
七
条
の
二
第
一
項
の
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
利

用
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
納
付
す
べ
き
手
数
料
に

つ
い
て
、

及
び

の
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と

と
し
た
。
た
だ
し
、
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
（
法

第
一
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
匿
名
医
療
保
険
等

関
連
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
抽
出
（
匿
名
医
療

保
険
等
関
連
情
報
か
ら
、
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報

利
用
者
に
提
供
す
る
特
定
の
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情

報
を
出
力
し
、
加
工
す
る
こ
と
を
い
う
。

及
び

に

お
い
て
同
じ
。）を
し
て
提
供
す
る
場
合
、

及
び

の

額
を
加
え
た
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
第
一
項

関
係
）一

六
万
二
、
一
〇
〇
円
の
範
囲
内
で
、
匿
名
医
療

保
険
等
関
連
情
報
の
提
供
に
当
た
り
行
う
法
第
一
六

条
の
二
第
三
項
の
意
見
の
聴
取
等
に
要
す
る
費
用
の

額
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額

匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
の
提
供
の
申
出
の
内

容
の
確
認
に
関
す
る
事
務
に
要
す
る
時
間
一
時
間
ま

で
ご
と
に
八
、
六
〇
〇
円

匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
の
抽
出
に
要
す
る
時

間
一
時
間
ま
で
ご
と
に
五
万
八
、
三
〇
〇
円
の
範
囲

内
で
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額

匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
の
抽
出
に
要
す
る
記

憶
容
量
一
ギ
ガ
バ
イ
ト
ま
で
ご
と
に
二
、
七
〇
〇
円

の
範
囲
内
で
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額

２

厚
生
労
働
大
臣
が
整
備
す
る
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
関
連
技
術
（
官
民
デ
ー

タ
活
用
推
進
基
本
法
第
二
条
第
四
項
の
ク
ラ
ウ
ド
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
関
連
技
術
を
い
う
。）

を
活
用
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
場
合
、
そ
の

利
用
す
る
期
間
六
月
ま
で
ご
と
に
、
利
用
す
る
者
一
人

当
た
り
五
三
五
万
五
、
二
〇
〇
円
の
範
囲
内
で
当
該
情

報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
係
る
実
費
を
勘
案
し
て
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
額
（
当
該
情
報
シ
ス
テ
ム
の
付
加
機

能
を
利
用
す
る
場
合
、
当
該
機
能
の
利
用
に
係
る
実
費

を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を
加
え
た

額
）
を
加
え
た
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
第
二

項
関
係
）

◇
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
業
務
規
程
の
届
出
及
び
公
表
の
期
限
を

定
め
る
政
令
（
政
令
第
三
二
〇
号
）（
総
務
省
）

放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第

三
六
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、

令
和
六
年
一
〇
月
三
一
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
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